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1

アンケート・ヒアリング調査の流れ

資料1-2

 今後の調査目的
 各技術テーマへの関心の把握（関心の高さ・理由）
 導入・運用時の障壁の把握 など

出所:総合防災技術推進会議 第2回 資料1-1に赤枠を加筆 https://www.bousai.go.jp/kaigirep/kentokai/sougoubousai/pdf/siryo1-1_2.pdf



今後のアンケート・ヒアリング調査の実施方針（案）
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ヒアリング調査
（シーズ関係者）

ヒアリング調査
（ニーズ関係者）

アンケート調査
（自治体）

• 特に有用なシーズについて、各
シーズの導入・運用時に想定され
る障壁や、期待する開発・実装促
進策の把握
（例:実績が乏しいと導入されに
くいので実証フィールドが欲しい）

• 文献調査等を通じて設定した技術テーマ案（資料2,参考資
料5）の中で、関心が高いテーマの把握

• 関心の高いテーマにおいて、関連するシーズの導入・運用時に
想定される障壁の把握
（例:費用が高額、実績が乏しい、扱える人材がいない）

調査目的

オンラインにて30分～1時間程度の説明およびヒアリング• 総務省「調査・紹介（一
斉調査）システム」を用い
たアンケート

調査方法

• 有用シーズの開発に関与する民間
企業（小企業含む）・研究機関、
本会議の委員 など

→ 詳細はp5

• 実務者（自治体・消防・
指定公共機関）、支援団
体、本会議の委員 など

→ 詳細はp5

• 全国都道府県・市区町村
の防災・危機管理部局

• 全国の消防本部

調査対象

• 現状の技術成熟度
（防災分野、他分野の両面）

• 防災分野で使う場合の開発要素
• 過去の実装時の成功/失敗要因、

導入・運用障壁
• あると望ましい開発・実装促進策

• 特に関心が高いテーマと、そ
の理由

• 有用と期待される技術
• 想定される導入・運用障壁

（調達時、利用時の両
面）

• 特に関心が高いテーマと、
その理由

• 有用と期待される技術
• 想定される導入・運用障

壁
→ 詳細はp3-4

調査項目

 本会議以降、以下の調査を実施し、技術テーマの詳細化や促進施策との紐づけの検討に活用する方針。

■第2回会議でのご意見
ニーズの重要度も検討対
象にするとよい



アンケート調査（自治体）の質問項目（概要）
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技術テーマ（案）
50程度

①関心の高い技術テーマを選択
（最大10程度）

↓

②選んだ関心の高い
技術テーマに関する詳細

・関心の高い背景/理由
・期待する製品等
・導入時に想定される課題



アンケート調査（自治体）の質問項目 詳細イメージ（案）
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① 前掲の各テーマについて、特に技術・製品・サービスの開発・実装への関心が高いテーマを、最大10テーマ選んで
下さい。

② 問①でそのテーマに関心がある理由を、「防災効果（被害軽減、対応迅速化・正確化等）のため」「業務負荷
軽減のため」 「業務費用低減のため」「その他」「どれにも当てはまらない」から選び、ご記入ください。その他の場
合は具体的にご記入ください。

③ 問①で挙げていただいた各テーマについて、特に開発・実装が有用と思われる技術・製品・サービスがございました
ら、ご記入ください。特に無い場合は空欄で問題ございません。

④ 問③で記載頂いた各技術・製品・サービスについて、貴自治体が導入する場合に障壁となりそうな事項ご記入く
ださい。特に無い場合は空欄で問題ございません。

⑤ 前掲のテーマ以外で、防災技術・製品・サービスの更なる開発・実装に関心があるテーマがございましたらご記載く
ださい。もしあれば、技術・製品・サービスの例もご記載ください。

問④
導入する際に障壁となりそうな事項
（記入例：「利用方法が難しい」、「価
格が高い」等）

問③
特に開発・実装が有用と思わ
れる技術・製品・サービス
記入例：救助ロボット・ドローン

問②
そのテーマに関心がある理由
選択肢①：防災効果のため
選択肢②：業務負荷軽減のため
選択肢③：業務費用低減のため
選択肢④：その他（具体的にご記入
ください）
選択肢⑤：どれにも当てはまらない

問①
関心が高い
テーマ
記入例： (10)

最大10



ヒアリング調査（関係者）の調査対象（案）
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 ヒアリング調査（関係者）の対象選定の考え方は以下の通り。

ヒアリング調査
（シーズ関係者）

ヒアリング調査
（ニーズ関係者）

• 特に有用なシーズについて、各シーズの導入・運用時に想定さ
れる障壁や、期待する開発・実装促進策の把握
（例:実績が乏しいと導入されにくいので実証フィールドが欲
しい）

• 文献・アンケート・ヒアリング調査を通じて選定した技術テーマ
の中で、相対的に関心が高い／低いテーマの把握

• 各シーズの導入・運用時に想定される障壁の把握
（例:費用が高額、実績が乏しい、扱える人材がいない）

調査目的
（再掲）

• 以下の条件に当てはまるシーズを開発・提供す
る機関を選定する。
• 多くの技術テーマに関係するシーズ

例:ドローン（状況把握・物資輸送・避難
誘導など多くのテーマで有用）

• ヒアリング・アンケート調査において関心が
高かったニーズに関係するシーズ

• デュアルユースの活用が想定されるシーズ
例:キャンプで利用される浄水装置

• その他、異なる観点での障壁を持つと想定さ
れる機関も候補とする。

例:防災分野以外からの参入、小企業

• 各技術テーマの関心や障壁について概ね網羅
的に伺うため、技術テーマの想定ユーザーを
極力網羅できるように選定する。

• 具体的な候補は以下の通り。
• 自治体（直面する主な災害種別が異なる

複数自治体）
• 消防機関（現場及び調達部門）
• 支援活動関係者・団体
• 住民関係団体
• 民間企業（文献調査の結果を踏まえ、

様々な技術の活用が想定される業種）
例:道路、鉄道、通信

調査対象選定
の考え方

■第2回会議でのご意見
ニーズの調査対象も幅広くすべき。自治体のほか、消防・自衛隊・指定公共機関などが想定される

災害対応を専門とする支援団体等の実務者も対象にするとよい

■第1回会議でのご意見
現場で技術を利用するユーザーと調達する主体は違うので、両者の意思が統一されていないと実際には活
用されないことに留意が必要。配備、調達を担当する関係者も議論に加わるとよい。

■第2回会議でのご意見
新技術の担い手には中小・スタートアップも多く、
大企業以外へのアプローチも不可欠

■第1回会議でのご意見
フェーズフリーは、災害時に誰でも使えるようにす
る観点と、経済性の観点の両面から重要



ご意見いただきたいこと
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 ニーズシーズ調査結果について 【資料1-1】
 得られる示唆について
 そのほか（次年度以降の観点 など）

 今後のヒアリング・アンケート調査(導入障壁等) について 【資料1-2】
 ヒアリング調査（実務者、有識者、民間事業者団体等）

 調査対象
 調査項目 など

 アンケート調査（自治体）の進め方
 調査項目 など


